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物質中にふくまれる水素は物理的性質、特に、機械的な特性に大きな影響を与えることが知ら

れている。とくに過酷な環境で使用される構造材料においては、材料中での水素原子の挙動に関

する知見は非常に重要である。水素による構造体の脆化（水素脆化）は材料内の水素原子の移動

と蓄積によって引き起こされるが、材料内での水素のふるまいは高感度検出が難しく、まだ十分

に理解されているとは言えない状況にある。 

我々は筑波大学 6 MV タンデム加速器の 0 度ビームラインに設置されている Oxford Microbeams

社製マイクロビーム装置を用い、4He ビームによる透過型 ERDA 装置を開発し、試料中に含まれ

る水素原子の 3 次元計測を実現した。イオンビームを用いた計測においては、水素原子分布の絶

対値測定が可能であること、さらには阻止能を用いた深さ分析により、水素のみの分布ではなく、

その領域での元素構成に関する知見が得られる利点がある。 

図に 3 次元水素分布計測装置を用いて計測された水素分布の例を示す。プラズマチャージ法に

よって水素を注入された 80 m 厚のアルミニウム試料に対し、ビーム径 3.5m の 8 MeV He2+ビー

ムを用い、0 度方向にて反跳水素を計測したものである。直径 10 から 20 m の水素が偏在してい

ることが見て取れる。 
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図 3 次元水素分布計測装置によっ

て計測されたアルミニウム試料

（厚さ 80 m）中にプラズマチ

ャージされた水素の分布。深さ

4-6 m での水素の濃度分布。走

査領域のサイズは 250 m × 

250 m である。 
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